「初等教育実習事前事後指導」の授業内容の検討 : 子どもの視点から考える指導計画案作成を中心に by 三宅 一恵 et al.
「初等教育実習事前事後指導」の授業内容の検討 :
子どもの視点から考える指導計画案作成を中心に












Instructional Lectures on Kindergarten Teaching Practice : Creating a 
Guidance Plan from the Children’s Point of View
Kazue Miyake, Chizuko Nigo and Miki Yuzawa
　This report proposes effective instructional lectures on kindergarten teaching practice, 
with the  aim of enabling students to write a guidance plan from the children’s point 
of view. First, the report summarizes the outlines and aims of the lectures. Then, it 
explains the contents of the lectures. The lectures consist of four workshops and three 
activities based on creating a  guidance plan. Students are supposed to cooperate with 
each other in a group. Finally, the effectiveness of these lectures is discussed based on 
the students’ experiences and the guidance plans written by them. 





















































































































































































































2 章で「教育実習の概要」，第 3 章「私の
実習」，第 4 章「よく受ける質問」となっ
ている。


































































































































5 歳児：集団遊びの 3 種類とし，実習に行















































































































































グループが演習 2 と 3 から大きくテーマを
変えた。
演習４（部分指導のイメージをつかもう）：
　この活動を通して，子どものどのような
面が育ちうるのか，各グループは，話し合
いを重ねていき，次第に，より具体的な子
どもの姿を思い描くようになっていった。
　『ふわふわふとん』のグループは，「段ボー
ルをガガイモに見立てて，ふわふわ素材を
使って遊ぶ」という遊びのイメージを構成
しており，この遊びを通して，「友達との関
わりを深めたい」との願いを抱いていった。
また，活動の内容は，４歳児の子どもの育
ちに適しているとし，具体的に子どもの育
ちの姿を思い描くようになっていった。
模擬保育１（私の保育）：
　新たなテーマに対し，それぞれに活動の
流れを構想した。一人ずつが先生役となり，
６人で６通りの展開で，模擬保育を行った。
この模擬保育では，残りのメンバーが子ど
もになり，その年齢の子どもなら，どのよ
うに振る舞うのかといった視点も課題とし
た。この模擬保育では，子ども役の学生
は，具体的な指導内容を知らないまま活動
に参加した。先生役をした感想の中に，「子
どもたちの発言や気持ちを汲み取り，生か
しながら活動をしていくことが大切だと感
じた」といった様に，活動中の子どもの心
の動きを意識した反省も多くみられた。一
方，子ども役の感想には，「先生にたくさ
ズム遊び」「歌」「体操」「劇遊び」「絵画製作」
というように，実に 5 領域にわたっていた。
　例えば，『ふわふわふとん』の読み聞か
せグループ（以下，『ふわふわふとん』の
グループ）では，「ガガイモの種を探しに
行く」「絵本に登場した虫を探しに行く」「ふ
わふわした素材に触れたり，それを使った
製作を行う」「ガガイモの種を段ボールで
作って，遊ぶ」といったように，探索活動
から製作，また，見立遊びに至るまで，子
どもの「遊びたい気持ち」を代弁するかの
ような幅広い活動の提案が行われていた。
演習２（保育のアイデアの種を見つけよう）：
　各自が保育のアイデアを持ち寄り，活動
の流れを検討した。『ふわふわふとん』の
グループでは，「ダンボール箱をガガイモ
の種に見立てて遊ぶ」活動を選び，その保
育の流れを考えた。
　『ふわふわふとん』を読んだその後の活
動では，ダンボール箱で絵本に登場するガ
ガイモを作り，中にふわふわ感を感じられ
る材料を詰めて遊ぶ活動を取り上げてい
た。この遊びを通して育てたいものとして，
「自分の思い通りの物を作ることで思考力，
想像力が育つ」「ふわふわな素材を見つけ
る」「友達と一緒に遊ぶことの楽しさを味
わう」「製作をする中で，物の貸し借りを
する」などを考え，また，この活動をして
いるときの子どもの姿として，「様々な素
材の感触を楽しんでる」「友達と言葉でや
り取りをしながら協力して製作している」
「絵本の場面を再現するように考えている」
「登場人物になりきって遊んでいる」など
の姿が考えられていた。その際，角ばった
段ボールでガガイモをどのように作るのか
考える必要性を示唆した。子どもは，より
本物らしいものを製作したいと思うことと
しての助言であった。
演習３（具体的な遊びの姿を描き出そう）：
　前回の話し合いの中で得た反省を生かし
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あった。子ども役の感想として「もう少し，
子どもの口から意見がでるような感じにし
ても良かった」「もっとみんなで相談して，
子ども役の意見を取り入れるような流れに
すればよかったと思った」など，子どもの
主体的な活動を保育者が支えていく際，ど
ういった関わりが必要かといった点につい
て，学生自身の気づきが多くみられていた。
一方で，「どのグループでも，先生が幼児
のいろいろな気付きや言葉を大切にして活
動に取り入れようとする様子が見られた。
応答的なやりとりやみんなが笑顔で活動す
ることが，楽しい経験や今後の興味・関心
につながるので大切にしたいと思った」と
いう意見もあり，他のグループの保育を見
て，学ぶものも大きかったようである。
模擬保育３（私たちの保育Ⅱ）：
　模擬保育２の反省をもとに，グループご
とに準備を重ね，実践する姿が見られた。
ねらい，内容の変更はなかったが，指導案
に示された指導上の留意点は，多くのグ
ループで増え，「もう一度したいという声
があれば，もう一度行うようにして，幼児
が満足できるようにする」「他の虫になり
たいと思うので，やってみたい楽器を選べ
るように…」といった，子どもの主体性を
伸ばすための配慮がより多く示されるよう
になった。
今後の課題
　これらの実践を通して，次のような課題
が明らかになった。
（１）この授業形態については，今年度，
初めての取組であり，毎回学生の反応をみ
ながら演習・模擬保育を積み重ねていっ
た。例えば，模擬保育 3 は，全体の前で，
代表のグループに行ってもらう予定であっ
た。しかし，模擬保育２を行った際，個別
グループ内での発表から，複数のグループ
の前での発表となり，緊張した面があった
ん話しかけたくなった」「先生が楽しそう
にしていると，自然と笑顔になって安心し
て活動できた」「子ども役になり，こんな
時はこういうことをする子どもがいるかも
しれない，と子ども目線の考え方ができる
と思った」など，模擬保育の子ども役を行
うことで，改めて子どもの目線から活動を
みることができていた。笑顔や笑い声が絶
えなかったことから，今まで演習を重ねて
きたグループメンバー同士，心を開き本音
で話し合える仲間として取り組んだことが
伺えた。先生，子どもの両方の立場を素直
に実感し学びにつながったのではないかと
考える。
模擬保育２（私たちの保育Ⅰ）：
　すべてのグループが，それぞれのテーマ
にもとづいた模擬保育を行った。ここでは，
３歳児の楽器遊びをテーマに，６人が出し
たアイデアの種から，歌「むしのこえ」の
楽器遊びを模擬保育したグループを取り上
げる。
　作成した指導案では，「ねらい・内容」
として，「一人一人が楽しんで楽器に親し
む」「様々な楽器の特徴を知る」「様々な楽
器に触れ，様々な楽器を鳴らす」とあり，
この活動が 3 歳児に適した活動かどうかは
別として，「幼児の活動」との関連性を意
識して作成していることが伺えた。また，
指導上の留意点として，「楽器を選ぶとき
は，子どもの意見を聞きながら，納得のい
く楽器選びができるようにする」など，6
つの留意点をあげていた。
　模擬保育後，先生役の学生の反省として，
「進めることに精一杯になり，子ども全員
の意見やちょっとした言いあいなどを聞き
取って会話にすることができなかった」「楽
器の特徴をうまく伝えることができず，音
を鳴らしただけでどの楽器にするか，保育
者が決めてしまったので，もっと楽器に興
味がもてるような声掛けが必要だった」と
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との意味を，繰り返し自己に問うことにな
る。学生の中にその視点が根付いていくた
めにも，事後の授業のもつ意味もまた大き
い。実習後，学生が自らの実践の省察に基
づきながら，改めて子どもの視点を得てい
けるような，事後の授業における手立てを
工夫していきたい。
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のか，学生の力が十分に発揮できなかった
ようであった。そのため，全グループ，再
度指導案の見直しを行ったうえで，模擬保
育３を行うように，進め方の変更を行った。
結果，全体で同じ内容を共有することがで
きなかった。模擬保育２・３のあり方につ
いては，課題が残った。
（２）模擬保育を行った際，学生が子ども
役になって初めて，子どもの視点で保育を
考えたという感想が多く見られた。このこ
とは，様々な授業の中で，繰り返し伝えて
きたことであったが，学生自身がそのこと
に自ら気づいていく工夫は今後とも重ねて
いく必要がある。
（３）本授業では，小グループでのアクティ
ブ・ラーニングに基づいて進めたが，グ
ループでの活動に重点をおくと，学生一人
一人が自分の力を出し惜しむ姿が見られ，
グループと個の作業の両立を目指すこと
の難しさを実感する場面があった。集団内
で意見を伝え合い，また，橋梁する中での
学びと，個の学びの両立を引き続きの課題
とした。
　本実践を通して，学生は，子どもの視点
と保育者としての視点に基づきながら，子
どもが主体的に関われる活動や遊びのアイ
デアを創出していった。それは，単に教材
研究を行うこととも異なる。
　今後，学生は，教育実習の中で子どもと
出会い，改めて「子どもの視点に立つ」こ
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図２　演習１で用いたワークシート
図３　演習２で用いたワークシート
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図４　演習３で用いたワークシート
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図５　演習４で用いたワークシート
